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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯型のＸ線検出器装置であって、
　撮像すべき被験者を通過したＸ線の強度分布を検出するための画像検出器と、
　複数の露出測定場を介して、前記被験者が曝された放射線のレベルを検出する露出検出
手段と、
　前記被験者が曝された前記放射線のレベルを制御する自動露出制御手段と、
　前記複数の露出測定場のうち活動するものを選択する場選択手段と、
　前記自動露出制御手段の動作を制御するためのユーザインタフェースと、
　前記ユーザインタフェースが設けられたハンドルとを有する、Ｘ線検出器装置。
【請求項２】
　前記自動露出制御手段は、前記画像検出器に取り外し可能なように接続される請求項１
に記載のＸ線検出器装置。
【請求項３】
　前記自動露出制御手段は、前記画像検出器に組み込まれている請求項１に記載のＸ線検
出器装置。
【請求項４】
　自動露出制御手段を携帯型のＸ線検出器装置に取り外し可能なように接続する手段を有
する、自動露出制御手段と共に使用するための携帯型のＸ線検出器装置であって、
　撮像すべき被験者を通過したＸ線の強度分布を検出するための画像検出器と、
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　複数の露出測定場を介して、前記被験者が曝された放射線のレベルを検出する露出検出
手段と、
　前記複数の露出測定場のうち活動するものを選択する場選択手段とを有し、
　前記自動露出制御手段が、前記被験者が曝された放射線のレベルを制御するように配置
及び構成され、
　前記携帯型のＸ線検出器装置が、前記自動露出制御手段の動作を制御するためのユーザ
インタフェースと、前記ユーザインタフェースが設けられたハンドルとを更に有する、携
帯型のＸ線検出器装置。
【請求項５】
　前記被験者への放射線の露出が終了した場合、検出モードから読み取りモードに自動的
に切り替わるように配置及び構成される請求項１又は４に記載のＸ線検出器装置。
【請求項６】
　前記自動露出制御手段は、一度露出のレベルが既定のしきい値に対し十分であると判断
されると、前記被験者への放射線の露出を終了させるように配される請求項１又は４に記
載のＸ線検出器装置。
【請求項７】
　前記ユーザインタフェースは、ユーザが前記検出器の感度及び／又は規定の露出しきい
値を調節することを可能にする手段を有する請求項１又は４に記載のＸ線検出器装置。
【請求項８】
　前記自動露出制御手段はデフォルトの設定を用いて事前にプログラムされてもよく、前
記設定は、前記ユーザインタフェースを介した調節により、ユーザにより無効にされるこ
とも可能である請求項１又は４に記載のＸ線検出器装置。
【請求項９】
　請求項１又は４に記載の携帯型のＸ線検出器装置及びＸ線発生装置を有する携帯型のＸ
線システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的にＸ線撮像システムに関し、特にこのようなシステムに使用するための
携帯型のＸ線検出器装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　非侵襲型の医療診断の分野において、撮像すべき被験者に放射線を照射し、この撮像す
べき被験者を透過した放射線の強度分布を検出することにより、この撮像すべき被験者の
放射線画像を得ることは広く知られている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　図１を参照すると、標準的なＸ線システムが概略的に説明され、このシステムはＸ線源
２とＸ線画像検出器３との間、又は検査すべき患者４とＸ線画像検出器３との間に配され
る電離箱(ionization chamber)１を有する。この電離箱は、Ｘ線量が測定され、その場の
１つが線量測定に選択されることができる複数の測定場を有する。
【０００４】
　Ｘ線源２は、高電圧発生器５及び制御装置６を有するＸ線発生器により給電される。Ｘ
線を露出中、Ｘ線により発生した電離電流は、電離箱１の事前に選択した測定場において
関連する測定場電極を流れる。これら電離電流は制御装置６により積分され、所与の積分
値、すなわち選択した測定場において所与の線量に達したとき、このＸ線の露出は自動的
に終了することを保証する。
【０００５】
　例えば（一般的に集中治療室にいる）患者がメインのＸ線ステーションへ移動するほど



(3) JP 5295565 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

十分に健康ではない場合に使用する携帯型のＸ線発生装置及び携帯型のＸ線検出器装置を
一般的に有する携帯型のＸ線システムが知られている。Ｘ線検出器装置は、撮像すべき患
者に対し如何なる所望の方位に位置決めすることができる。米国特許出願公開番号US2004
/0114725A1号は、調節可能なＸ線管及び自動露出制御を行うための電離箱を含む携帯型の
検出器装置を有する携帯型のＸ線システムを開示している。ユーザインタフェースは、検
出器装置とは別に設けられ、この検出器装置はケーブル及び／又はワイヤレス接続を介し
てユーザインタフェースに伝達可能な状態で結合される。
【０００６】
　手持ち式の携帯型の検出器装置の性質そのものにより、横向き又は縦向きで用いられる
ことができ、逆さま又は正しい向きで使用されることもできる。全方位における自動露出
制御を支援するために、幾つか（通常は５個）の電離箱が必要とされる。しかしながら、
幾つかの方位において、選択した電離箱だけが、必要とされる方位において患者に対する
位置に基づいて自動露出制御を行うのに有用である。これにより、熟達者(operative)は
、自動露出制御に使用される電離箱を特定する情報をユーザインタフェースを介して制御
システムに入力する必要がある。
【０００７】
　米国特許公開番号US2004/00114725Aに記載のシステムにおいて、自動露出制御装置及び
対応するユーザインタフェースは、携帯型の検出器装置とは切り離して設けられるので、
これは特に直接的ではなく、一旦、検出器装置が患者に対し要求される位置及び方位にあ
る場合、電離箱の相対位置はユーザインタフェースの位置からでは正確に見ることができ
ず、熟達者が自動露出制御に使用される電離箱を正しく特定することを難しくさせるよう
に思える。
【０００８】
　改良した構成を考案し、本発明の目的はより簡単且つ便利に使用できる携帯型のＸ線検
出器装置を供給することである。本発明の目的は、上記検出器装置を含む携帯型のＸ線シ
ステムを供給することでもある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　これにより、本発明の第１の態様に従って、携帯型のＸ線検出器装置を提供し、前記装
置は、撮像すべき被験者を通過したＸ線の強度分布を検出するための画像検出器、前記被
験者が曝された放射線のレベルを検出するための露出検出手段、及び前記被験者が曝され
た前記放射線のレベルを制御するための自動露出制御手段を有する。
【００１０】
　本発明は、Ｘ線発生装置を有する携帯型のＸ線システム、及び上記のような携帯型の検
出器装置にも適用される。
【００１１】
　好ましくは、前記手持ち式の装置はさらに、前記自動露出制御手段の動作を制御するた
めのユーザインタフェースを有し、これは熟達者が従来の構成が持っているよりも簡単且
つ正確に自動露出制御をするのに使用される測定場を入力可能にする。
【００１２】
　実際、本発明の第２の態様に従って、携帯型のＸ線検出器装置を提供し、前記装置は、
撮像すべき被験者を通過したＸ線の強度分布を検出するための画像検出器、及び前記被験
者が曝された放射線のレベルを検出し、そのレベルを表す信号を前記被験者が曝された前
記放射線のレベルを制御するための自動露出制御手段に伝達するための露出検出手段を有
し、前記手持ち式の装置はさらに、前記自動露出制御手段の動作を制御するためのユーザ
インタフェースを有する。
【００１３】
　自動露出制御手段は、画像検出器に取り外し可能なように接続されてもよい。検出器装
置を２つの別個の構成要素として設けることの恩恵は、小さな寸法及び最小の重量に対し
最適化されることである。しかしながら、画像検出器及び自動露出制御手段の合計の厚さ
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は、それらが（ダブルカバーではない）別々のモジュールに設けられた場合の厚さよりも
小さくなるように、この自動露出制御手段が前記画像検出器と一体化されてもよい。
【００１４】
　実際に、本発明の第２の態様に従って、撮像すべき被験者を通過したＸ線の強度分布を
検出するための画像検出器を持つ携帯型のＸ線検出装置と共に使用するための自動露出制
御装置を提供し、前記自動露出制御装置は、前記被験者が曝された放射線のレベルを制御
するようにに配置及び構成され、前記検出器に取り外し可能なように接続されている。
【００１５】
　さらに、本発明の第３の態様によれば、上記の自動露出制御装置と共に使用し、前記自
動露出制御装置をそれに取り外し可能なように接続する手段を有する携帯型のＸ線検出器
装置を提供する。
【００１６】
　コネクタは、前記検出器装置又は前記自動露出制御装置に設けられる。
【００１７】
　第１の例示的な実施例において、検出器装置は、自動露出制御装置の動作を制御するた
めのユーザインタフェースを備える。このユーザインタフェースは、前記検出器装置に設
けられたハンドルに又はハンドル上に設けられてもよい。代わりに、上記ユーザインタフ
ェースが自動露出制御装置上に設けられてもよい。
【００１８】
　好ましい実施例において、使用をより一層便利及び容易にするため、前記被験者へ放射
線の露出が終了するとき、検出モードから読み取りモードへ自動的に切り替わるように配
置及び構成される。
【００１９】
　ある例示的な実施例において、露出検出手段は複数の露出測定場を有し、撮像すべき被
験者に対する近さに従って、自動露出制御に使用される露出測定場のユーザ選択のための
手段が供給される。従って、より便利且つ正確な前記測定場の選択及び入力が達成される
。自動露出制御手段は好ましくは、一度露出のレベルが既定のしきい値に対し十分である
と判断されると、前記被験者への放射線の露出を終了させるように構成される。ユーザイ
ンタフェースはさらに、ユーザが検出器の感度及び／又は既定の露出しきい値を調節する
ことを可能にする手段を有する。ある例示的な実施例において、自動露出制御手段は、デ
フォルトの設定を用いて事前にプログラミングされてもよく、この設定はユーザインタフ
ェースを介した調節により、ユーザにより無効(overridden)にされることも可能である。
これら特徴は両方とも従来の装置には無かった柔軟性を提供する。
【００２０】
　これにより、本発明は、携帯型の手持ち式のＸ線検出器装置を提供し、この装置におい
て、自動露出制御装置及び／又はこの制御装置と通信するためのユーザインタフェースが
一体化されている。撮像すべき被験者に対する近さに従って、自動露出制御に使用される
測定場のより便利且つ正確な選択を可能にするために、これは使用時の検出器の方位に依
存する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明のこれら及び他の態様は、ここに記載された実施例から明らかであり、この実施
例を参照して説明される。
【００２２】
　図２を参照すると、本発明の例示的な実施例による携帯型の手持ち式Ｘ線検出器装置は
略矩形のカセット１０を有し、その中に画像検出器（図示せず）を収容している。この装
置は、撮像されるべき被験者が曝された放射線のレベルを使用時に検出するための（カセ
ット１０上の表面マーキング１２により示される）複数の露出制御測定場を規定する１つ
以上の電離箱を具備する。
【００２３】
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　米国特許番号US6,236,711号は、本発明の検出器装置に使用するのに適した電離箱の構
造を開示してあり、これが詳細に説明されるであろう。しかしながら、本発明が露出検出
手段の特有な性質又は構造に関して制限されるとは意図しないことが分かる。
【００２４】
　図３及び図４を参照すると、説明される電離箱は、平坦な正方形の側壁を持つ平面ハウ
ジングからなり、これらの１つは測定場電極を支持している一方、残りは動作状態の前記
測定場電極に対して負の電位を坦持する広域電極を支持しているので、Ｘ線により前記広
域電極において開放された電子が測定場電極に到達することができる。
【００２５】
　図４から明らかなように、電離箱のハウジングの下壁は、例えばプレキシガラス板のよ
うな絶縁材料からなる基板１２０を有する。この基板の外側は、電離箱を周囲の状況から
電気絶縁する薄い導電層１１０を具備する。
【００２６】
　測定場電極は、前記基板１２０の内側の層１３０に設けられる。ある例示的な実施例に
示されるように、測定場電極１３１を持つ中央の測定場、水平な中心線より上にあり、垂
直な中心線に対し対称に置かれ、測定場電極１３２を有する２つの測定場、及び前記中心
の周りを互いに９０°オフセットされ、各々が測定電極１３３を有する３つの小さな測定
場を設ける。各測定電極は、前記基板上に設けられた供給リード線１３４を介して、自動
露出制御装置に設けられ、測定場電極に流れる電離電流を積分するために高いオーム入力
部を持つ夫々の積分回路に接続される。
【００２７】
　供給リード線１３４のエリアにおいて、前記層１３０は、これら供給リード線及び接地
ドレイン電極１３５との中間領域を被覆する絶縁層１４０を具備する。
【００２８】
　第２の箱壁は、基板１２０と同じ材料及び同じ厚さからなる基板１６０を有する。この
基板の外側は、層１１０と同じ機能を持つ導電層１７０を具備する。この基板の内側には
、Ｘ線の影響を受けて適切な数の自由電子を発生させるのに十分であるが、このＸ線の全
体の減衰を僅かしか生じさせないほど十分な薄さである局部的に一様な導電層１８０を形
成している。
【００２９】
　測定場電極を向いている領域に開口１９１を備える絶縁層１９０を電極層１８０上に設
け、この領域の電極に発生する電荷キャリアは、開口を介して出て来ることができ、中間
の空隙において電荷キャリアを増倍した後、反対側に位置する測定場電極に到達する。
【００３０】
　絶縁層１９０、１４０は、供給リード線のエリアにおいて電荷キャリアが電極１８０に
より放射されない、又はこれらキャリアがこの供給リード線１３４に衝突しない又は入り
込まないことを効果的に保証する。これら絶縁層のＸ線透過性はとても高いので、Ｘ線画
像において前記層により形成されるパターンの再現は殆ど妨げられる。
【００３１】
　図２に戻り参照すると共に上述したように、１つ以上の電離箱は、本発明の例示的な実
施例による携帯型の検出器装置のカセット１０に収容されている。各電離箱は、Ｘ線を吸
収するためのその間に空気がある１つ以上の頂部及び対応する底部電極を有する。（３０
０Ｖから５００Ｖ辺りの）ＤＣ電圧がこれら電極に接続され、ＤＣ／ＤＣ変換器（図示せ
ず）がこの電圧を発生させるために設けられる。露出制御測定場の位置を熟達者に示して
いるマーキング１２はカセット１０の外面に設けられる。
【００３２】
　検出器装置はさらに、前記カセット１０に結合されるハンドル１４、及びこのハンドル
１４内に収容され、既定の露出レベルに到達した場合、入射放射線のスイッチをオフにす
るためのプログラム可能なしきい電圧との比較器を含むプログラム可能な自動露出制御装
置を有する。感度ディスプレイ及び調節ボタン１６並びに場選択ディスプレイ及びオン／
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オフボタン１８を有するユーザインタフェースはこのハンドルに設けられる。使用時、熟
達者は、必要に応じて前記装置を撮像される被験者に対し位置決めし、次いで前記マーキ
ング１２から（撮像されるべき被験者に対し近接しているので）どの露出制御測定場が選
択されるべきであるかを決定する。これら場は、選択された測定場だけが活動するように
、場選択ボタン１８を使用して選択されることができる。
【００３３】
　図５に戻ると、プログラム可能な自動露出制御装置は、（例えばデフォルトの設定でも
よい）前記露出システム及び／又は（場選択ディスプレイのボタン１８を使用して設定さ
れる）ユーザインタフェース場選択に対し事前にプログラムされた設定２２を示すデータ
、並びに（感度ディスプレイ及び調節ボタン１６を使用して設定される）この設定がデフ
ォルトの設定を無効にしてもよい線量設定２４を示すデータを入力するプロセッサ２０を
有する。多くの異なるユーザプログラム可能な機能が設けられ及びユーザインタフェース
を介して制御されてもよいことは分かっている。プロセッサ２０はデジタル－アナログ変
換器２６に接続され、比較器２８の第１の入力部に供給される露出制御電圧を作り出す。
【００３４】
　ＤＣ電圧を生成するためのＤＣ／ＤＣ変換器３０が設けられ、電離箱３２の電極に接続
される。各電離箱３２は夫々のスイッチ３４を介して前記比較器２８の第２の入力部に接
続される。ユーザにより行われ、ユーザインタフェースを介して入力される場の選択は、
どのスイッチ３４が閉じているかを判断する、すなわち個々の箱が自動露出制御処理に使
用されないように、選択した測定場のスイッチが閉じられ、残りのスイッチは開いている
。
【００３５】
　比較器２８の第１の入力部に供給される露出制御電圧は、露出を制御するためのしきい
値を設定する。（活動中の電離箱３２からの）比較器２８の第２の入力部における値が前
記露出制御電圧により設定された既定のしきい値を超過する場合、比較器２８はＸ線の供
給を終了させる信号を供給する。検出器はこのときすぐに且つ自動的に読み取りモードに
変わるように配列及び設計される。
【００３６】
　組み込まれた露出制御を備える検出器の全体の厚さは、（他のやり方では必要とされる
２つのカバーではなく、両方とも単一のカバー内に収容されているので）従来の検出器と
分離した露出制御装置との合計の厚さよりも薄くすることができる。これが低いＸ線吸収
及び高い画像品質となる。
【００３７】
　本発明の他の例示的な実施例において、検出器装置は２つの別個の構成要素、つまり画
像検出器自身及びこの画像検出器に取り外し可能なように接続可能な自動露出制御（ＡＥ
Ｃ）手段に分割されてもよい。このＡＥＣは散乱防止格子と一緒に装置に組み込まれるこ
とができる。実際上、鍵となる考えは、上述した第１の例示的な実施例にある考えと同じ
であり、すなわち露出制御手段が検出器装置の一部として制御され、Ｘ線検出器との個別
接続を必要としない。これは例えば、露出制御手段及び画像検出器装置が一緒に接続され
る場合、これらの間のコネクタを利用して達成される。この場合、画像検出器のハンドル
は、露出制御手段（ＡＥＣ）を制御するためのユーザインタフェースに対し理想的な位置
である。代替では、前記検出器のハンドルは、別個の組み込まれたＡＥＣ／格子装置上に
設けられたハンドル共に組み合わせた"サブシステムハンドル"を形成するように設計され
、このサブシステムハンドルは、ユーザインタフェースを坦持している。どちらにしても
、ＡＥＣ及び画像検出器を一緒に実装するための（可能であればクリップオン型の）コネ
クタを設計する際に考えられる必要がある主問題の幾つかは、ＡＥＣに電源を供給する、
ＡＥＣに入力として論理インタフェース（目標速度、ＫＶ等）を供給する及びＸ線同期信
号又は出力を供給することである。検出器からＡＥＣを分割させることにより、この検出
器は小さな寸法及び最小の重量に対し最適化されることができる。ＡＥＣ部分は、散乱防
止格子と一緒にサブシステムに組み込まれることができ、これは従来知られ、多くの応用
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に対し標準として供給されている。
【００３８】
　上述した実施例は本発明を制限するのではなく、説明しているのであり、当業者は添付
される請求項により規定されるような本発明の範囲から外れることなく、多くの代替の実
施例を設計することが可能であることに注意すべきである。これら請求項において、括弧
内に置かれる如何なる参照符号がこれら請求項を制限するとは考えない。"有する"及び"
持つ"等の言葉は、何れかの請求項又は明細書全体に挙げられる要素又はステップ以外の
要素又はステップの存在を排除するものではない。要素を単数形で表示することは、これ
ら要素が複数あること又はその逆を排除するものではない。本発明は、幾つかの別個の要
素を有するハードウェア及び適当にプログラムされたコンピュータを利用して実施されて
もよい。幾つかの手段を挙げている装置の請求項において、これら手段の幾つかは、ハー
ドウェアの同じ製品により具現化されてもよい。ある測定が互いに異なる従属請求項に列
挙されると言う単なる事実は、これら測定の組み合わせが有利には使用できないことを示
してはいない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】一般的なＸ線システムの原理的な構成要素を説明する概略図。
【図２】本発明の例示的な実施例による携帯型のＸ線検出器装置の概略的な下面図。
【図３】本発明の例示的な実施例に使用する電離箱内にある、基板上の測定場電極の構成
の平面図。
【図４】本発明の例示的な実施例に使用する電離箱の概略的な断面図。
【図５】本発明の例示的な実施例により検出器装置に使用する自動露出制御装置の

【図１】 【図２】
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